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か
つ
て
日
本
で
は
盆
、
暮
れ
、
正
月
ぐ
ら

い
し
か
休
暇
ら
し
い
休
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、１
９
４
８
年
（
昭
和
23
年
）
に
「
国

民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
る

と
、
４
月
の
終
わ
り
か
ら
５
月
の
初
め
に
か

け
て
大
型
連
休
が
登
場
し
ま
し
た
。
こ
の
大

型
連
休
が
、「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
（
Ｇ
Ｗ
）」、

「
黄
金
週
間
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
ど
ん
な
由
来
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
は
っ
き

り
し
た
こ
と
は
分
か
ら
な
い
よ
う
で
す
が
、

当
時
こ
の
連
休
中
に
映
画
館
へ
の
入
場
者
が

増
え
た
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
人
に
映
画
を

見
て
も
ら
お
う
と
し
て
映
画
業
界
の
関
係
者

が
名
付
け
た
と
い
う
説
の
ほ
か
、
こ
の
期
間

は
ラ
ジ
オ
の
聴
取
率
が
も
っ
と
も
高
い
「
ゴ
ー

ル
デ
ン
タ
イ
ム
」
だ
っ
た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら

れ
た
と
い
う
説
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

定
期
的
な
休
日
に
つ
い
て
は
、
明
治
初
め

頃
に
官
庁
を
中
心
に
毎
週
日
曜
日
を
休
み
と

す
る
週
休
制
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
戦
前
ま

で
は
中
小
企
業
で
は
休
日
は
月
に
２
回
と
い

う
の
が
一
般
的
で
し
た
。
１
９
４
７
年
に
制
定

さ
れ
た
労
働
基
準
法
に
よ
っ
て
週
休
制
が
法

制
化
さ
れ
ま
す
。
日
本
で
週
休
２
日
制
が
導

入
さ
れ
始
め
た
の
は
、
高
度
成
長
期
の

１
９
６
０
年
代
前
半
頃
か
ら
で
す
が
、

１
９
８
８
年
に
労
働
基
準
法
の
本
則
に
週
40

時
間
労
働
制
が
明
記
さ
れ
、
週
休
２
日
制
の

普
及
に
は
ず
み
が
つ
い
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
制
度
」
に

よ
っ
て
、
２
０
０
０
年
に
成
人
の
日
と
体
育
の

日
が
、
２
０
０
３
年
に
海
の
日
と
敬
老
の
日

が
月
曜
日
に
移
動
し
て
３
連
休
が
増
え
る
と

と
も
に
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
対

す
る
意
識
の
高
ま
り
も
相
ま
っ
て
、
旅
行
や

レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
下
地
が
で
き
て
き
た
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
て
増
え
た
休
日
の
有
効
な
過
ご
し

方
の一つ
が
旅
行
で
す
。

　

日
本
の
旅
行
業
は
、
日
本
旅
行
創
設
者
の

南
進
助
氏
が
１
９
０
５
年
（
明
治
38
年
）
に
、

高
野
山
や
伊
勢
神
宮
へ
の
団
体
旅
行
を
斡
旋

し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
翌

年
に
は
、「
鉄
道
国
有
法
」
が
制
定
さ
れ
、
そ

の
後
の
鉄
道
網
の
普
及
と
と
も
に
、
国
内
旅

行
が
次
第
に
活
発
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
職
場

の
慰
安
旅
行
や
修
学
旅
行
は
、
明
治
期
か
ら

行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

戦
中
戦
後
の
混
乱
期
を
経
て
、
日
本
の
旅

行
業
が
本
格
的
に
発
展
す
る
の
は
、
高
度
経

済
成
長
期
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。

　

１
９
５
２
年
（
昭
和
27
年
）
に
は
「
旅
行

斡
旋
業
法
」
が
制
定
さ
れ
、
旅
行
代
理
店
が

次
々
と
誕
生
し
、
効
率
よ
く
観
光
地
を
周
遊

す
る
パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
が
登
場
し
ま
す
。
当
初
、

近
く
の
温
泉
地
や
観
光
地
が
主
流
だ
っ
た
旅

先
も
次
第
に
遠
方
へ
。
１
９
７
０
年
に
大
阪

万
博
が
開
催
さ
れ
、
続
い
て
国
鉄
に
よ
る

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
始
ま
る
と
、
空
前
の
旅
行
ブ
ー
ム
に
沸
き

ま
す
。
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
や
、
旅

を
特
集
す
る
女
性
誌
の
隆
盛
な
ど
に
よ
っ

て
、
宿
泊
を
伴
う
国
内
旅
行
者
数
は
右
肩

上
が
り
で
伸
び
て
い
き
ま
す
。

　

旅
行
費
用
の
推
移
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
総
務
省
の
「
家
計
調
査
」
に
よ
る
と

１
９
６
５
年
の
旅
行
費
※
は
、
１
万
５
９
２

円
で
し
た
。
そ
れ
が
、
大
阪
万
博
が
開
か

れ
た
１
９
７
０
年
に
は
２
万
３
４
０
３
円
、
そ

の
10
年
後
の
１
９
８
０
年
に
は
７
万
１
３
５
０

円
と
大
幅
に
伸
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

１
９
９
０
年
に
は
13
万
３
１
４
１
円
、
２
０
０
０

年
に
は
14
万
６
２
１
６
円
、
２
０
１
１
年
に
は

10
万
５
３
５
１
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
総
務
省
統
計
局
「
家
計
調
査
年
報
」
１
世
帯
当
た

り
年
間
の
品
目
別
支
出
金
額
及
び
購
入
数
量
（
二
人

以
上
の
非
農
林
漁
家
世
帯
、
全
国
）
よ
り
。
宿
泊
費

（
パ
ッ
ク
旅
行
含
む
）
と
交
通
費
（
鉄
道
運
賃
、
航
空

運
賃
、
有
料
道
路
料
、
他
の
交
通
）、
旅
行
用
か
ば
ん

の
費
用
を
合
算
し
た
も
の
。

　

旅
行
費
用
全
体
の
約
３
割
が
交
通
費
と
言

わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
大
阪
万
博
が
開
催
さ
れ

た
１
９
７
０
年
当
時
、
東
京
か
ら
大
阪
に
新

幹
線
で
行
っ
た
場
合
、
片
道
の
乗
車
料
金
は

２
２
３
０
円
、
ひ
か
り
の
指
定
席
特
急
券
は

１
９
０
０
円
で
合
計
４
１
３
０
円
で
し
た
。
現

在
の
約
３
分
の
１
の
料
金
で
す
が
、
サ
ラ
リ
ー

　
最
近
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て
の
意
識
が
高
ま
り
、
積
極
的

に
休
暇
を
取
ろ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ

ま
す
。
海
外
旅
行
も
昔
と
比
べ
れ
ば
ず
い

ぶ
ん
と
手
軽
に
出
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
回
は
レ
ジ
ャ
ー
の
中
で
も

旅
行
の
値
段
の
移
り
変
わ
り
と
、
そ
の
楽

し
み
方
の
昔
と
今
に
つ
い
て
み
て
み
ま

し
ょ
う
。
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マ
ン
の
初
任
給
が
４
万
円
程
度
だ
っ
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
家
族
揃
っ
て
の
旅
行
は
か
な
り
の

出
費
を
覚
悟
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
ち

な
み
に
当
時
駅
弁
は
２
０
０
円
程
度
、
駅
売

り
の
お
茶
は
20
〜
30
円
で
し
た
。

　

も
う
一つ
の
大
き
な
出
費
で
あ
る
宿
泊
料
金

は
ど
う
で
し
ょ
う
。「
値
段
史
年
表　

明
治
・

大
正
・
昭
和
」（
朝
日
新
聞
社
刊
）
に
よ
る
と
、

１
９
６
８
～
71
年
ご
ろ
の
全
国
の
民
宿
の
平
均

宿
泊
料
金
は
、
平
均
で
１
６
０
０
〜
１
９
０
０

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ホ
テ
ル
や
旅
館
な
ど
で

は
倍
以
上
の
宿
泊
料
金
が
か
か
る
場
合
も
あ

り
、
宿
泊
を
伴
う
国
内
旅
行
は
一
大
イ
ベ
ン
ト

だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
国
内
旅
行
の
伸
び
と
歩
調
を

合
わ
せ
る
よ
う
に
盛
ん
に
な
っ
た
の
が
新
婚
旅

行
で
す
。
日
本
に
お
け
る
最
初
の
新
婚
旅
行

は
坂
本
龍
馬
と
お
龍
の
薩
摩
へ
の
旅
行
な
ど

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
戦
前
ま
で
は
新
婚
旅
行
へ

出
か
け
る
の
は
、一
部
上
流
階
級
に
限
ら
れ
て

い
て
、
活
発
に
な
る
の
は
戦
後
の
こ
と
で
す
。

１
９
６
０
年
頃
に
は
熱
海
や
箱
根
、
伊
香
保
、

別
府
、
雲
仙
な
ど
の
温
泉
地
が
人
気
で
し
た

が
、
１
９
６
０
年
代
後
半
か
ら
１
９
７
０
年
代

に
は
、
宮
崎
が
新
婚
旅
行
の
メ
ッ
カ
と
な
り
ま

し
た
。
ピ
ー
ク
時
の
１
９
７
４
年
に
は
、
そ
の

年
に
結
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル
の
３
分
の
１
に
相
当

す
る
約
37
万
組
も
の
新
婚
旅
行
客
が
宮
崎
市

内
に
宿
泊
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
ち
な
み
に

当
時
の
羽
田
―
宮
崎
間
の
航
空
運
賃
は
片
道

２
万
６
０
０
円
で
し
た
。

　

さ
て
順
調
に
拡
大
し
て
い
た
国
内
旅
行
も

１
９
９
０
年
代
以
降
は
頭
打
ち
と
な
り
、
職

場
の
慰
安
旅
行
は
減
少
し
、
家
族
や
個
人
、

小
グ
ル
ー
プ
で
の
観
光
が
増
え
て
い
ま
す
。
代

わ
っ
て
１
９
８
０
年
代
後
半
か
ら
急
増
し
て

い
っ
た
の
が
海
外
旅
行
で
し
た
。

　

今
で
は
す
っ
か
り
一
般
的
と
な
っ
た
海
外
旅

行
で
す
が
、
留
学
や
移
住
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
出

張
な
ど
を
別
に
し
て
、
観
光
旅
行
を
目
的
に

自
由
に
海
外
渡
航
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
１
９
６
４
年
（
昭
和
39
年
）
４
月
１
日
以

降
の
こ
と
で
す
。

　

最
初
の
旅
行
先
と
し
て
人
気
を
集
め
た
の

が
、
流
行
歌
に
歌
わ
れ
、
映
画
の
舞
台
と
し

て
も
話
題
に
な
っ
た
ハ
ワ
イ
で
し
た
。
当
時
、

ハ
ワ
イ
へ
の
飛
行
機
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク

ラ
ス
の
正
規
運
賃
（
往
復
）
は

22
万
５
０
０
０
円
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

初
任
給
が
約
２
万
円
前
後
だ
っ
た
こ

と
を
考
え
る
と
大
変
高
価
で
す
ね
。

　

そ
の
ハ
ワ
イ
へ
の
初
め
て
の
ツ
ア
ー

が
実
施
さ
れ
た
の
は
、
海
外
渡
航
が

解
禁
に
な
っ
て
わ
ず
か
1
週
間
後
。
添

乗
員
２
名
、
ツ
ア
ー
客
23
名
の
団
体
で
、

ツ
ア
ー
代
金
は
一
人
あ
た
り
７
泊
９
日
で

36
万
４
０
０
０
円
だ
っ
た
そ
う
で
す
。一
行

は
３
年
前
か
ら
毎
月
１
万
円
ず
つ
旅
費
を

積
み
立
て
た
と
い
い
ま
す
。

　

海
外
渡
航
が
自
由
化
さ
れ
た
と
い
っ
て

も
、
当
時
１
ド
ル
は
固
定
相
場
制
で
３
６
０

円
。
ま
た
、
１
人
が
１
年
間
に
使
え
る
外
貨

は
５
０
０
ド
ル
ま
で
と
制
約
も
多
い
も
の
で

し
た
。

　

し
か
し
そ
の
後
、
海
外
旅
行
者
数
は
ど
ん

ど
ん
増
加
し
て
い
き
ま
す
。
１
９
６
４
年
に

12
万
８
０
０
０
人
弱
だ
っ
た
渡
航
者
数
は
、
そ

の
後
毎
年
20
%
以
上
の
伸
び
を
示
し

１
９
７
２
年
に
は
１
３
９
万
人
、
翌
73
年
に
は

64
%
増
の
２
２
９
万
人
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で

伸
び
が
低
迷
し
ま
す
が
、
バ
ブ
ル
期
に
入
り

ま
た
大
き
く
伸
び
、
１
９
９
０
年
に
は

１
０
０
０
万
人
を
超
え
ま
す
。
そ
し
て

２
０
１
２
年
に
は
１
７
０
０
万
人
。
若
い
人
か

ら
、
高
齢
者
も
含
め
、
い
ま
や
毎
年
海
外
旅

行
す
る
人
も
珍
し
く
な
い
ほ
ど
、
気
軽
な
旅

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
ハ
ワ
イ
旅
行
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー

の
価
格
と
大
卒
初
任
給
と
を
比
較
す
る
と
、

90
年
代
半
ば
以
降
は
、
大
手
旅
行
代
理
店
の

代
表
的
商
品
の
「
ホ
ノ
ル
ル
６
日
間
」
の
ツ

ア
ー
料
金
を
初
任
給
が
上
回
っ
て
い
ま
す
。
海

外
旅
行
が
「
憧
れ
」
か
ら
、「
手
の
届
く
楽
し

み
」
に
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

さ
て
近
年
、
国
内
旅
行
、
海
外
旅
行
い
ず

れ
に
お
い
て
も
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
種
類

が
多
彩
に
な
っ
た
こ
と
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
気
軽
に
航
空
券
や
ホ
テ
ル
の
手
配
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
背
景
に
、
価
格
破
壊
が

進
ん
で
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
韓
国
へ
は
１
万
円
前
後
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
も
往
復
10
万
円
以
下
と
一
昔
前
で
は

考
え
ら
れ
な
い
料
金
の
格
安
航
空
券
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
国
内
で
も
、
早
め
に
購
入
す
る

こ
と
で
割
安
と
な
る
バ
ー
ゲ
ン
運
賃
の
航
空
券

や
キ
ャ
ン
セ
ル
が
効
か
な
い
特
別
割
引
運
賃
の

航
空
券
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
最
近
で
は
、

Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
ロ
ー
コ
ス
ト
キ
ャ
リ
ア
）
と
呼
ば
れ
る

格
安
航
空
会
社
も
登
場
し
ま
し
た
。
Ｌ
Ｃ
Ｃ

で
は
、
今
ま
で
航
空
会
社
が
提
供
し
て
い
た
さ

ま
ざ
ま
な
顧
客
サ
ー
ビ
ス
を
削
減
し
、
機
体

の
回
転
率
を
高
め
る
こ
と
で
低
価
格
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

  

選
択
肢
が
多
様
に
な
っ
た
現
代
の
旅
。
充
実

し
た
サ
ー
ビ
ス
で
旅
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
た
い
人
、

交
通
費
や
宿
泊
費
は
切
り
詰
め
て
、
旅
行
先

で
の
他
の
楽
し
み
に
ウ
ェ
イ
ト
を
置
く
人
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
に
合
っ
た
旅
を
デ
ザ
イ
ン
で

き
る
時
代
に
な
っ
て
き
た
と
い
え
そ
う
で
す
。
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